















　　　In this study, the difference between the impact and the feeling of the listener 
as a result of different reading methods was examined using an evaluation sheet and 
NIRS measurement, to determine whether or not the experience of the reader was 
stimulating. As a result, the brain activity in the prefrontal cortex registered that the 
listener was in a state of relaxation, with decreased blood flow, regardless of the genre 
of the picture book, the reading method, or whether or not the book was read aloud. 
However, the listener appeared to be more relaxed, mentally, more engaged, are better 
able to form images of the subject, when the book was read animatedly, compared to 
being read in a bland tone. On the other hand, when analyzing the brain activity of the 
reader's prefrontal cortex, in the case of being read to by an experienced person, the 
blood flow finally decreased and relaxed, irrespective of the difference style of reading, 
but in the case of being read to by a beginner, the response varied and a clear result 
could not be obtained.
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ク（以下 DMN）が働いているが、音楽や物語に没入すると、この DMN の活動が抑えら





























① 読み聞かせ初心者 1 名（学生）と読み聞かせ経験者 1 名の両名が、上記 2 冊の絵本






















やや　長い 普通 やや　短い 短い長い
激しい やや　激しい 普通 やや　平坦
普通 やや　短い長い やや　長い
明るい やや明るい 普通
小さい大きい やや大きい 普通 やや小さい
柔らか やや柔らか 普通 やや硬い
はっきり ややはっきり









































































































　被験者は、経験者 A、B（読み聞かせの経験 20 年以上）と大学生 C、D、E、F（20 歳〜 21 歳）







たので、本調査において NIRS を用いた読み聞かせを聞いている時の聞き手 C、D、E、F の








　読み手は、①同様 1 名の聞き手に対し 2 冊の絵本、2 種類の読み方（淡々読み、自由読み）
にて読み聞かせを行い、その際の読み手の脳反応を計測した。読み手は経験者 A、B と
初心者（大学生 21 〜 22 歳）C、D の 4 名である。使用した絵本と、その読み方の指示は
①と同様である。それぞれの読み聞かせに対し、聞き手は評価シートのチェックを行った。
　①、②とも、計測は、徳島大学医学部内の NIRS 室にて行った。使用機器は、ETG-4000（日
立製作所）である。読み聞かせは対面にて、1 対 1 で絵本を見せながら行った。計測部位は、
関心領域を前頭前野とし、脳波記録の国際 10-20 法の FPz を中心に送光 - 受光プローブ間
隔を 3cm として、全 22ch（チャネル：送光 - 受光プローブ間の測定部分をチャネルと呼








　2 種類の読み方（淡々読み、自由読み）で 2 種類の絵本（昔話絵本、創作絵本）の読
み聞かせを実施した際の、脳反応の計測の結果の光トポグラフィー画像（NIRS による
oxy-Hb 濃度変化を示す画像 : 脳におけるおおよその測定位置を示す 3D 脳モデルの上に表
示した）を図 2 に示す。oxy-Hb 濃度の増加は赤色、減少を青色で表示し、その色の濃さで、
oxy-Hb 濃度を表している。濃い赤は oxy-Hb 濃度が増加した状態を示し、濃い青は oxy-
Hb 濃度が減少した状態を示す。




野正中部において oxy-Hb の濃度変化量は減少していた（図 2 a,b,c,d）。その減少の具合は、
個人差もあるが総じて、自由読みの方がより減少している傾向が認められた。これに照ら







2 e, i）、淡々読みの方が oxy-Hb 濃度変化量が増加傾向にあった（図 2 f, j）。創作絵本『だ
くちるだくちる』では、経験者 A、B ともに自由読みと淡々読みの脳反応を比較すると、
自由読みの方が前頭前野にて oxy-Hb 濃度変化量が増加傾向にあり（図 2 h,i）、淡々読み
の方が oxy-Hb 濃度変化量が減少傾向にあった（図 2 g,k）。初心者 C、D においては、個
人差が大きく、共通した所見は見られなかった（図 2 m,n,o,p,q,r,s,t）。それぞれの読み聞
かせ実施時の聞き手の評価シートの結果は、①における結果と差がなかった。つまり、経































































考えられた。『だくちるだくちる』の淡々読みでは、経験者 A、B ともに、oxy-Hb 濃度
は、あまり増加せず、むしろ減少していた。一方『だくちるだくちる』の自由読みでは、
oxy-Hb 濃度は経験者 A、B ともに oxy-Hb 濃度は増加しており、負担がかっていると考
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